













The development factors of the promotion activities of mountainous吐llage
-Focus on the starting“kinoeki-project"ー
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荷者 (4名)，森林ボランテイア (2名)，商庖 (2名)， 1ターン住民(1名)，研究者 (2名)， 





















































第 1回 第2回 第3回
説明会 2011.1.26 2011.10.12 2012.1.24 
出陣式(出荷・モリ券使用開始日) 2011.3.5 2011.11.12 2012.2.18 
出荷終了日 2011.3.27 2011.12.11 2012.3.24 
モリ券使用終了日 2011.5.8 2012.1.10 2012.5.6 
出荷登録者数 32人 31人 35人
出荷者数 24人 23人 28人
目標量 501 2001 (第3回目との合計)
合計出荷量 90.841 921 216t 
(志材) 23.841 14町 51 41 
(山主出荷量) 671 77.51 1721 
モリ券発行数 360枚(601分) 465枚 720枚(1201分)
出荷量(モリ券発行枚数)1位 75枚(T) 73枚(1) 113*1!: (y) 
出荷量(モリ券発行枚数)2位 29f.主(1) 56f.主(F) 91枚(G)
出荷量(モリ券発行枚数)3位 23f.文(y) 37f.女(A) 89f.女(1)
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円 (3.000円/t XO.9) とし，上限を54万円 (200t分)とする。不足分，さらに年間200t以上の出荷があ
る場合は，志材や寄付金によって補うことになる。
16 S氏は1946年生まれ。 2011年7月24日に行われた旭木の駅実行委員会での発言。
17 N氏は木の駅運営の中心的役割を担う NPOのメンバ}で，退職後まもない名古屋市街地の住民である。
ここでは第一回木の駅での経験を語ってくれた。 2011年6月30日聞き取り。
18 H氏は1941年生まれ。 2011年7月24日に行われた旭木の駅実行委員会での発言。
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